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新規管理型最終処分場（奥山の杜クリーンセンター）の第２期から第４期までの 

工事着工に関するお知らせ 

 

2018年（平成 30年）12月 20日付の「新規管理型最終処分場設置許可の取得について」において公

表しました新規管理型最終処分場につきまして、当社は、2021年 12月 24日開催の取締役会において、

下記のとおり、連結子会社（株式会社ミダック）の新規管理型最終処分場（奥山の杜クリーンセンタ

ー）の第２期から第４期までの工事について着手することを決議いたしましたので、お知らせいたしま

す。 

 

記 

 

１．概要 

2018年（平成 30年）12月 20日付の「新規管理型最終処分場設置許可の取得について」において

公表しましたとおり、当社グループは、新規管理型最終処分場の開業に向けた第１期工事を 2019年

２月より開始し、今般、当該工事が完了しました。当該処分場は大規模案件につき、完成までは一定

期間を要することから、次いで第２期から第４期までの最終処分場の土木工事に着手する必要がある

と判断し、取締役会において決議するに至りました。なお、第２期から第４期までの工事を連続して

行うことで、工期の短縮に繋がります。 

取得予定固定資産は、第２期から第４期までの最終処分場の土木工事に係るものであり、第１期か

ら第４期まで含めた新規管理型最終処分場に係る総投資額の現在の見積額は約 120億円であります。 

なお、投資総額には、残土全量排出費用のほか、追加工事として、災害対策のための地すべり対策

工事及び安全対策のための搬入道路拡幅工事等の費用を含んでおります。一方、工事を連続して行う

ことで、廃棄物の埋立容量は約 14万㎥増加し、軽微な変更による許可容量の増加約 6万㎥を加えま

すと、廃棄物の埋立容量は、合計で約 20万㎥の増加となります。 

 

２．新規管理型最終処分場の内容 

施 設 の 名 称 奥山の杜クリーンセンター 

所 在 地 静岡県浜松市北区引佐町奥山１３９７番１９５ 他３５筆 

施 設 の 種 類 管理型最終処分場 



 

 

取 得 金 額 約 62.9億円 

資 金 計 画 銀行借入 

埋 立 期 間 約 30年（予定）※第１期から第４期の総埋立期間 

 

 

３．新規管理型最終処分場の工事日程 

工 事 請 負 契 約 締 結 2021年 12月 24日 

工 事 開 始 2022年１月（予定） 

稼 働 開 始 2026年９月（予定） 

 

４．今後の見通し 

本件設備（第２期～第４期）の稼働開始は 2026年９月を予定していることから、当期の業績への

影響は軽微の見通しです。 

 

以上 


